
平成30年度 認知症地域支援推進員
活動報告書

（東大阪市）



Ⅰ 認知症への理解を深めるための普及・啓発

○認知症キャラバンメイト養成
社協事務局と連携し、メイト養成の調整、サポーター養成の人的充足を図る。
キャラバン・メイト登録者数159名（平成31年3月22日現在）

○多様な対象に対する認知症サポーター養成講座
図書館所管課、校園長会に向けた講座のPR。
市内３図書館（市所管）中、１ヵ所で講座実施。
キッズサポーター養成講座 公立小学校では５１校中、２１校で実施あり、２校で予定あり。
公立中学校では25校中、５校で実施あり。（平成30年12月末現在）
平成30年度 開催回数 137回 受講者数 3,623人 （平成31年2月末現在）

○認知症サポートボランティア養成講座
認知症サポートボランティア（オレンジ角田）登録者数46名（平成31年2月末現在）。
認知症カフェや認サポ養成講座、認知症あんしん声かけ訓練、傾聴訪問、デイサービスなどで
活動している。

○市政だより認知症関連コラム「おれんじ通信」掲載
高齢者地域ケア会議企画運営会議委員の協力を得て、
おおむね月１回、コラムを掲載。

○高齢者地域ケア会議全体研修会開催

○RUN伴への参加・応援活動を通じての啓発

知って支える認知症
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Ⅱ 認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等の連携

○認知症ケアパスの要素を含む「認知症あんしんガイドブック」の配布
地域包括支援センター、保健センター、福祉事務所などで配布。
ほか、認知症サポーター養成講座受講者へ配布。

○認知症相談医一覧・ 認知症サポート医一覧の取りまとめ・公表

○医療従事者・介護従事者等への認知症にかかる啓発
市３医師会認知症対策委員会主催で、
かかりつけ医認知症診療対応力向上研修会、
看護師対象認知症対応力向上（おれんじナース）研修会
・フォローアップ研修会実施

○多職種連携研修会における事例検討を通じての、
医療・介護職の連携・対応力向上

○早期発見・早期診断に向けた関係機関との連携
認知症初期集中支援チーム（東大阪市オレンジチーム）のPR,効果的な事業実施を目的とした
包括対象アンケート実施。 20包括より相談・エントリー有り。
オレンジチーム相談件数（2月末時点）１５６件（うち新規３５件）

○地域包括支援センター・保健センターにおける相談対応・予防事業の実施
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Ⅲ 若年性認知症の人やその家族への支援

○若年性認知症本人講演会、本人・家族交流会開催

圏域ごとで開催されている多職種連携研修会の取り組みのひとつとして実施された。
（花園中学校区）

実施を経て、若年性認知症をはじめ認知症の人同士の交流の場の設置の必要性、
「空白の期間」の、専門職の連携の必要性が提言された。

上記提言を受け、高齢者地域ケア会議企画運営会議で若年性認知症をはじめ認知症の人
同士の交流の場の設置などを引き続き検討。

○地域包括支援センター、保健センターにおける相談対応

高齢者地域ケア会議企画運営会議

平成3０年度テーマ

「誰もが生き活きと輝くまちづくり」
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Ⅳ 認知症の人の介護者への支援

○認知症カフェの実態把握
市内23か所（公表分）開催中（平成30年8月現在）。
地域包括支援センター主催 14、社会福祉法人 ２、自治会ほか ２、介護事業所ほか ５

○地域包括支援センターにおける家族介護教室の実施

○在宅介護者リフレッシュ事業（交流会）の企画、専門職による相談対応

認知症カフェの様子
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Ⅴ 認知症の人を含む高齢者にやさしい地域づくり

○認知症あんしん声かけ訓練の実施
地域包括支援センターや社会福祉法人が、地域との連携の下企画・実施。市内７小学校区で
実施。

○ＳＯＳオレンジネットワーク事業
利用件数：42件（平成31年2月末） 登録者：548人（平成31年2月末）
協力団体及び企業：134（平成31年2月末） 協力員個人：74人（平成31年2月末）

○コード入りシール（見守りトライくんシール）の普及啓発
シール貼付から、身元確認につながった事例：９件（平成31年2月末）

○高齢者虐待防止の取り組み
高齢者地域ケア会議個別支援策検討会議・高齢者虐待防止専門会議
養介護施設従事者による高齢者虐待防止検討会議
高齢者虐待防止研修（専門職向け、施設・サ高住職員向け）

○成年後見制度利用促進事業

○認知症高齢者等支援対象者情報提供制度・要望書受理制度を活用した連携支援
平成30年度受理件数 437件（31年2月末現在）増加傾向（29年度333件）
運転免許返納等 7件（31年2月末現在）
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Ⅵ 会議や研修等の実施及び参画

○認知症対策事業担当者会議（年２回）
高齢者地域支え合いセンター事業事務局・市担当課での会議。

○ＳＯＳオレンジネットワーク事業報告会（年１回）
市内３警察署・事務局・市担当課での会議。

○認知症キャラバンメイト連絡会
総会・全体交流会・全体研修会（各年１回）地区別交流会（各地区年２回以上）

○認知症サポートボランティア研修会（年１回）連絡会（隔月１回）

○高齢者地域ケア会議企画運営会議（月１回）
東大阪市に住む高齢者が、住みなれた地域で安心して生活を続けることができるよう、
地域の会議等で把握された高齢者のニーズや、支援のあり方等の課題について、
高齢者支援に関わるメンバーで検討し、課題解決に向けて活動する。

○高齢者地域ケア会議機関等代表者会議（年１回）

○高齢者地域ケア会議全体研修会（年１回）
「すぐにできる認知症予防、進まないための生活習慣」開催（講師：新阿武山病院 森本先生）

○地域包括支援センター連絡調整会議（月１回）
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